
令和4年度 ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方 調査研究

研究
課題 研究

内容

流れ図の活用による
指導内容の整理

実態把握の見える化
数値化・データ化

自立活動の実践充実
指導力の向上

宇治支援学校から
地域支援へ

項目 取組内容（本校） 取組内容（地域支援）

①遠隔でのやりと
りを含めた、児
童生徒の実態把
握の在り方の研
究

・情報端末やアプリケーションを参考にし
た実態把握と、実態の即時的な見える化

・クラウド上でのデータ管理
・根拠に基づいた個別の指導計画の作成

・Webフォームを活用した実態把握、指導計画の
作成、各障害に応じた指導方法の改善のための
アンケート調査と分析

・「流れ図」を活用した自立活動の指導計画作成
における活用法の整理

②自立活動や通級
による指導につ
いて、遠隔によ
る実施を含めた
指導及び評価の
在り方の研究

・情報端末やアプリケーション等を活用し
た変容の数値化やデータ化、及び評価
データの集積と解析

・不登校の児童生徒における、orihime等
を活用した遠隔においても可能な自立活
動の指導

・障害に応じた自立活動の指導の指導者支援パッ
ケージの作成

・１人学級をサポートするTeamsアプリケーショ
ンを活用したネットワークづくりとそれを活用
した助言と支援

③遠隔でのやりと
りを含めた、外
部の専門家や在
籍学級担任等と
の連携の在り方
の研究

・遠隔での連携の利点と課題の整理
・遠隔による相談支援の実施に必要な環境
整備の分析

・外部専門家との連携や会議におけるICT
を活用した実践事例の蓄積

・自立活動支援担当と連携した、遠隔による自立
活動に関わるセンター的機能の在り方整理

・視覚・聴覚障害等の特別支援学級における遠隔
による各障害種の指導者間交流や研修の実施

研究
組織

京都府教育委員会

宇治支援学校

京都府スーパーサポートセンター（SSC）

地域支援センターうじ

連携・協働

宇治市・城陽市の教育委員会
山城管内の各市教育委員会

宇治市・城陽市の小・中学校等
特別支援教育コーディネーター
担任（通常学級・級・通級）
各市の特別支援教育研究会

京都府内全域へ

各府立特別支援学校の地域支援センター
（地域支援コーディネーター研究協議会ネッ

トワーク）

京都府総合教育センター

管轄地域の教育委員会

管轄地域の小・中学校等
特別支援教育コーディネーター
担任（通常学級・特支級・通級）

・Webフォームやアプリケーションを活用して実態把握を「見える化」することにより、自立活動の効果的な指導方法を示すことがで
きるのではないか。

・ICTの「保存性」「数値化」「即時性」「双方向」等の良さを生かすことで評価と指導の一体化を図ることができるのではないか。

・学習上又は生活上の困難さの改善と克服のための、アナログ・デジタル双方からのアプローチの充実
・実態把握の見える化とそれによる効果的な指導法による学びの充実
・遠隔による自立活動の指導への相談支援の機会の確保
・自立活動の多様な指導の実践と担任等の指導力・資質の向上

令和3年度の課題
・学校全体としての自立活動の実践力の向上
・ICT教材やアプリケーションを活用した実態把握等見える化実例の蓄積と更なる活用
・通信環境・端末等の違いに応じた支援の在り方やデータ共有システムの整理

研究
目的

研究
仮説
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